
水の文化 56号　水の文化書誌 40

糞
尿
ま
み
れ
の
パ
リ

　

人
は
汗
や
糞
尿
を
排
泄
せ
ね
ば
生
き
て
い
け
な
い
。
涙
以
外
は
す
べ
て
汚
い
。
フ
ラ
ン

ス
・
華
の
都
と
呼
ば
れ
る
パ
リ
で
は
、
1 

0 

0 

0
年
も
の
間
、
市
民
は
糞
尿
に
ま
み
れ
た

日
常
生
活
が
続
い
た
と
い
う
。

　

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
ラ
ン
著
『
排
出
す
る
都
市
パ
リ
　
泥
・
ご
み
・
汚
臭
と
疫

病
の
時
代
』（
悠
書
館
・
2 

0 

0 

7
）
で
は
、
12
世
紀
か
ら
18
世
紀
に
か
け
て
、
パ
リ
に
お

け
る
人
や
動
物
に
よ
る
糞
尿
が
あ
ふ
れ
、
セ
ー
ヌ
川
も
汚
れ
、
悪
臭
と
疫
病
が
蔓ま

ん
え
ん延

し
、

王
た
ち
が
そ
の
対
策
に
悪
戦
苦
闘
す
る
状
態
を
詳
細
に
論
じ
る
。
こ
の
書
の
表
紙
に
、
当

時
の
家
に
は
ト
イ
レ
が
な
く
街
角
の
隅
で
排
泄
し
て
お
り
、
そ
れ
を
住
人
が
2
階
か
ら
嫌

な
顔
で
眺
め
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
窓
が
開
く
た
び
に
「
水
に
注
意
！
」
と
叫

ば
れ
、
窓
か
ら
汚
物
が
投
棄
さ
れ
る
。

　

鯖
田
豊
之
著
『
都
市
は
い
か
に
つ
く
ら
れ
た
か
』（
朝
日
新
聞
社
・
1 

9 

8 

8
）
に
よ
る

と
、
パ
リ
の
糞
尿
対
策
に
つ
い
て
、
1 

8 

4 

5
年
パ
リ
北
東
郊
外
の
ラ
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ト
に

蓋
の
付
い
た
大
き
な
糞
尿
埋
め
立
て
場
が
建
設
さ
れ
、
清
掃
人
夫
た
ち
の
待
遇
が
改
善
さ

れ
た
。
さ
ら
に
下
水
道
の
設
置
が
進
み
、
労
働
者
が
立
っ
た
ま
ま
清
掃
・
点
検
で
き
る
よ

う
に
施
工
さ
れ
、
こ
の
時
代
の
高
度
な
下
水
道
施
設
は
管
渠
づ
ま
り
や
取
り
替
え
の
ト
ラ

ブ
ル
が
解
消
さ
れ
た
。
下
水
を
コ
ン
コ
ル
ド
の
広
場
の
下
に
集
め
、
蛇
行
を
繰
り
返
す
セ

ー
ヌ
下
流
20 

km
の
ア
ニ
エ
ー
ル
ま
で
、
直
線
状
の
わ
ず
か
5 

km
の
幹
線
下
水
道
を
通
し
、

そ
こ
で
セ
ー
ヌ
に
排
出
し
た
。
今
で
は
さ
ら
に
下
流
の
ア
シ
ェ
ー
ル
で
周
辺
自
治
体
と
の

下
水
と
と
も
に
活
性
汚
泥
法
に
よ
る
第
2
次
処
理
を
受
け
て
排
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ジ
ャ
ン
＝
ピ
エ
ー
ル
・
グ
ベ
ー
ル
著
『
水
の
征
服
』（
パ
ピ
ル
ス
・
1 

9 

9 

1
）
は
、
清

浄
な
水
を
豊
富
に
獲
得
す
る
こ
と
に
よ
り
、
公
衆
衛
生
を
確
立
し
、
健
康
を
万
民
の
も
の

と
す
る
た
め
の
壮
大
な
水
の
ド
ラ
マ
が
描
か
れ
て
い
る
。

セ
ー
ヌ
川
の
流
れ

　

油
谷
耕
吉
ら
著
『
川
と
文
化
　
欧
米
の
歴
史
を
旅
す
る
』（
玉
川
大
学
出
版
部
・
2 

0 

0 

4
）
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
国
土
の
60
％
が
海
抜
2 

5 

0 

m
以
下
の
平
地
で
、
山
岳
地
帯
は

東
部
と
南
西
部
の
国
境
に
位
置
し
2 

0 

0 

0
m
以
下
の
山
が
聳そ

び

え
る
と
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス

の
四
大
河
川
は
、
セ
ー
ヌ
川
、
ロ
ワ
ー
ル
川
、
ギ
ャ
ロ
ン
ヌ
川
、
ロ
ー
ヌ
川
で
あ
る
。
セ

ー
ヌ
川
は
長
さ
7 

7 

6 

km
、
流
域
面
積
7
万
8 

6 

5 

0
㎢
、
源
を
中
央
山
塊
の
北
端
ブ
ル

ゴ
ー
ニ
ュ
の
首
都
で
あ
る
デ
ィ
ジ
ョ
ン
に
近
い
タ
ス
ロ
山
（
海
抜
4 

7 

1 

m
）
に
発
し
、

広
大
な
パ
リ
盆
地
を
緩
や
か
に
蛇
行
を
繰
り
返
し
な
が
ら
流
れ
、
英
仏
海
峡
に
注
ぐ
。

　

セ
ー
ヌ
川
沿
い
の
神
と
栄
光
を
綴
っ
た
三
輪
晃
久
著
『
セ
ー
ヌ
河
物
語
』（
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
社
・
1 

9 

9 

8
）
は
、
セ
ー
ヌ
川
の
源
流
か
ら
始
ま
る
。
そ
の
源
流
に
は
、
パ
リ
市
所

有
地
で
あ
る
立
て
札
が
あ
り
、
水
の
精
・
裸
婦
像
が
右
手
に
葡ぶ

ど
う萄

の
房
を
持
ち
、
こ
こ
か

ら
滔と

う
と
う々

と
泉
が
湧
き
、
フ
ラ
ン
ス
に
豊
か
な
産
物
が
育
む
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
。
セ
ー

ヌ
の
流
れ
に
そ
っ
て
悠
々
と
下
っ
て
い
く
と
セ
ー
ヌ
河
畔
は
至
る
と
こ
ろ
に
親
水
公
園
を

つ
く
り
、
森
と
古
城
と
教
会
が
続
く
。
さ
ら
に
下
り
フ
ラ
ン
ス
の
都
パ
リ
、
歴
史
を
秘
め

た
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
、
パ
リ
の
石
橋
を
下
り
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
、
画
家
の
モ
ネ
の
家
を

訪
ね
、
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
の
処
刑
地
ル
ー
ア
ン
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
作
戦
地
ノ
ル
マ

ン
デ
ィ
ー
、
セ
ー
ヌ
の
河
口
へ
と
流
れ
る
。

　

坂
田
正
次
著
『
パ
リ
　
セ
ー
ヌ
河
紀
行
』（
神
田
川
文
庫
・
2 

0 

0 

1
）
は
、
セ
ー
ヌ
川

の
歴
史
、
文
化
、
治
水
、
利
水
、
環
境
に
わ
た
っ
て
論
じ
、
興
味
が
つ
き
な
い
。
セ
ー
ヌ

流
域
の
都
市
を
巡
り
な
が
ら
、
セ
ー
ヌ
川
に
は
30
ほ
ど
の
支
流
が
流
れ
込
む
。

　

セ
ー
ヌ
の
流
量
の
特
徴
に
つ
い
て
「
セ
ー
ヌ
の
流
れ
の
標
高
を
追
っ
て
み
る
と
、
水
源

の
4 

7 

1 

m
の
地
点
か
ら
わ
ず
か
51 

km
下
流
の
シ
ャ
チ
ヨ
ン
で
す
で
に
標
高
2 

1 

5 

m
と

半
減
し
、
ヨ
ン
ヌ
川
と
の
合
流
点
の
モ
ン
ト
ロ
ー
で
は
47 

m
、
パ
リ
で
26 

m
と
標
高
を
減

ず
る
。
こ
の
た
め
中
流
か
ら
下
流
へ
は
大
変
ゆ
る
や
か
な
流
れ
で
あ
り
、
大
き
く
蛇
行
す

る
原
因
と
な
る
。
全
体
的
に
見
た
セ
ー
ヌ
は
適
度
な
水
量
と
曲
流
に
よ
り
規
則
正
し
い
河

況
を
示
し
て
い
る
。」
と
述
べ
る
。

　

全
長
7 

7 

6 

km
、
流
域
面
積
7
万
8 

6 

5 

0
㎢
の
セ
ー
ヌ
川
の
流
量
は
、
パ
リ
市
内
に

お
い
て
平
均
1 

5 

7 

㎥
／
秒
、
最
低
75
㎥
／
秒
、
最
大
1
万
6 

5 

5 

0
㎥
／
秒
、
雨
期
の

冬
季
に
増
水
し
、
夏
季
に
減
水
す
る
。
流
域
の
年
間
降
水
量
は
6 

2 

0 

mm
〜
7 

5 

0 

mm
で

あ
り
年
間
を
通
し
て
ま
ん
べ
ん
な
く
降
る
。
流
域
の
80
％
は
丘
陵
地
が
占
め
て
お
り
、
か

つ
透
水
性
の
大
き
い
地
質
に
よ
っ
て
多
く
の
支
流
が
形
成
さ
れ
る
。
降
水
の
豊
富
な
地
下

水
を
涵か

ん
よ
う養

し
て
い
る
こ
と
も
セ
ー
ヌ
が
安
定
し
た
流
水
量
を
保
つ
要
因
と
い
え
る
。
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セーヌ川は流れる41

　

セ
ー
ヌ
の
名
の
由
来
は
、「
ゆ
っ
た
り
し
た
川
」
を
意
味
す
る
緩
や
か
な
流
れ
と
豊
か
な

水
量
で
あ
る
。
こ
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
川
は
運
河
と
結
ば
れ
舟
運
の
役
割
を
も
つ
。

パ
リ
の
橋

　

セ
ー
ヌ
川
は
全
長
7 
7 
6 

km
の
う
ち
、
パ
リ
市
内
を
流
れ
る
部
分
は
わ
ず
か
に
10 

km
に

過
ぎ
な
い
が
、
こ
こ
に
架
か
る
34
基
の
橋
は
す
べ
て
パ
リ
の
歴
史
と
文
化
が
凝
縮
さ
れ
て

い
る
。
泉
満
明
著
『
橋
を
楽
し
む
パ
リ
』（
丸
善
・
1 

9 

9 

7
）、
渡
辺
淳
著
『
パ
リ
の
橋
　

セ
ー
ヌ
河
と
そ
の
周
辺
』（
丸
善
・
2 
0 
0 

4
）、
小
倉
孝
誠
著
『
パ
リ
と
セ
ー
ヌ
川
　
橋
と

水
辺
の
物
語
』（
中
公
新
書
・
2 

0 

0 
8
）
で
は
、
セ
ー
ヌ
川
と
橋
と
都
市
の
三
つ
が
一
体

と
な
っ
て
お
り
な
す
ド
ラ
マ
を
論
じ
る
。

　

シ
ャ
ン
ジ
ュ
橋
は
、
1 

2 

9 

6
年
セ
ー
ヌ
川
の
大
洪
水
に
よ
っ
て
崩
壊
し
、
1 

3 

0 

4

年
に
再
建
。
当
時
40
軒
ほ
ど
の
両
替
屋
、
金
属
細
工
商
が
並
び
商
業
の
中
心
地
で
あ
る
と

同
時
に
人
々
の
憩
い
の
場
で
あ
っ
た
。
17
世
紀
洪
水
と
火
災
で
崩
落
し
、
1 

6 

4 

7
年
に

7
径
間
の
石
造
り
ア
ー
チ
と
な
っ
た
。
橋
の
上
に
は
6
階
建
て
の
家
が
つ
く
ら
れ
、
1
階

に
は
香
水
屋
、
帽
子
屋
、
骨
董
屋
な
ど
が
店
を
開
い
た
。
こ
の
橋
は
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
リ

ー（
最
高
法
院
付
属
牢
獄
）
の
そ
ば
に
位
置
し
て
い
た
た
め
、
こ
の
牢
獄
か
ら
処
刑
場
コ
ン

コ
ル
ド
広
場
へ
向
か
う
に
は
、
シ
ャ
ン
ジ
ュ
橋
を
渡
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
別
名
「
嘆

き
の
橋
」
と
い
う
。
断
頭
台
に
向
か
っ
た
人
々
の
中
に
マ
リ
ー
・
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
も
い

た
。
現
在
の
橋
は
3
径
間
ア
ー
チ
で
長
さ
1 

0 

3 

m
で
あ
る
。

セ
ー
ヌ
川
の
洪
水

　　

パ
リ
市
の
紋
章
は
セ
ー
ヌ
川
に
浮
か
ぶ
船
を
あ
し
ら
い
「
た
ゆ
た
え
ど
も
沈
ま
ず
」
と

ラ
テ
ン
語
の
文
字
が
刻
ま
れ
、
不
滅
の
パ
リ
を
象
徴
す
る
。
パ
リ
の
町
に
は
、
ヨ
ン
ヌ
川
、

マ
ル
ヌ
川
、
オ
ー
ブ
川
、
セ
ー
ヌ
川
の
本
川
の
水
が
す
べ
て
合
流
す
る
。
幾
度
と
な
く
冬

に
洪
水
が
起
こ
る
。
1 

6 

5 

8
年
、
1 

9 

1 

0
年
、
1 

9 

2 

4
年
、
1 

9 

7 

8
年
、
1 

9 

8 

2
年
の
洪
水
が
特
筆
さ
れ
る
。
前
掲
書
『
パ
リ
　
セ
ー
ヌ
河
紀
行
』
で
、
セ
ー
ヌ
川
流

域
の
増
水
特
性
を
三
つ
挙
げ
る
。

　

①
単
純
増
水
タ
イ
プ
―
セ
ー
ヌ
川
流
域
全
体
に
平
均
し
て
雨
が
降
っ
て
、
ヨ
ン
ヌ
川
流

域
、
マ
ル
ヌ
川
流
域
、
そ
れ
に
セ
ー
ヌ
上
流
部
流
域
に
生
じ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
増
水
が
並
外

れ
た
勢
力
を
も
っ
た
と
き
、
そ
れ
が
合
わ
さ
り
、
1 

9 

5 

5
年
の
増
水
の
よ
う
に
セ
ー
ヌ

川
中
流
域
や
パ
リ
に
増
水
を
も
た
ら
し
た
タ
イ
プ
で
あ
る
。

　

②
二
重
増
水
タ
イ
プ
―
二
つ
の
降
り
方
の
違
っ
た
雨
が
続
い
た
と
き
の
増
水
タ
イ
プ
で

あ
る
。
最
初
に
パ
リ
盆
地
内
に
激
し
く
雨
が
降
り
、
続
い
て
二
番
目
の
雨
量
の
少
な
い
雨

が
10
日
前
後
も
降
り
続
け
、
そ
れ
が
と
り
わ
け
、
ヨ
ン
ヌ
川
流
域
に
降
っ
た
場
合
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、
セ
ー
ヌ
上
流
域
、
マ
ル
ヌ
川
流
域
に
は
一
つ
の
増
水
の
波
が
生
じ
る
だ
け
だ

が
、
ヨ
ン
ヌ
川
流
域
に
は
二
つ
の
波
が
発
生
す
る
。
第
二
の
ピ
ー
ク
は
マ
ル
ヌ
と
セ
ー
ヌ

上
流
部
の
増
水
時
が
ち
ょ
う
ど
合
う
よ
う
に
発
生
し
、
大
洪
水
の
原
因
と
な
る
。
1 

9 

1 

0
年
、
1 

9 

7 

8
年
の
増
水
が
こ
の
タ
イ
プ
で
あ
る
。

　

③
多
重
増
水
の
タ
イ
プ
―
数
週
間
に
わ
た
っ
て
降
り
続
く
小
刻
み
な
増
水
が
繰
り
返
さ

れ
て
増
水
を
招
く
。
こ
こ
で
も
ヨ
ン
ヌ
川
が
飛
び
抜
け
た
小
刻
み
な
増
水
を
見
せ
、
降
り

続
い
た
雨
に
よ
っ
て
流
域
全
体
の
水
位
が
上
昇
し
て
い
る
と
き
に
ヨ
ン
ヌ
川
の
ピ
ー
ク
が

重
な
り
、
1 

9 

8 

2
年
の
よ
う
な
増
水
と
な
っ
た
。

　

佐
川
美
加
著
『
パ
リ
が
沈
ん
だ
日
　
セ
ー
ヌ
川
の
洪
水
史
』（
白
水
社
・
2 

0 

0 

9
）
は
、

1 

9 

1 

0
年
1
月
21
日
か
ら
3
月
ま
で
の
パ
リ
の
大
洪
水
を
分
析
す
る
。
こ
の
書
の
表
紙

に
は
、
パ
リ
の
人
々
が
上
品
な
服
装
で
ボ
ー
ト
上
に
い
る
洪
水
風
景
を
掲
載
す
る
。
オ
ー

ス
テ
ル
リ
ッ
ツ
橋
に
お
け
る
最
高
水
位
は
8
・
62 

m
に
達
し
た
。
被
害
は
、
パ
リ
市
内
だ

け
で
被
害
者
20
万
人
、
浸
水
家
屋
約
2
万
戸
、
避
難
家
族
約
1 

0 

0 

0
軒
に
及
び
パ
リ
の

首
都
機
能
が
2
カ
月
間
麻
痺
し
た
。

セ
ー
ヌ
川
の
治
水
対
策

　

尾
田
栄
章
著
『
セ
ー
ヌ
に
浮
か
ぶ
パ
リ
』（
東
京
図
書
出
版
会
・
2 

0 

0 

4
）
に
は
、
1 

9 

1 

0
年
1
月
の
パ
リ
大
水
害
を
追
い
、
そ
の
治
水
対
策
を
論
ず
る
。

　

マ
ル
ヌ
川
の
ア
ン
ネ
ッ
ト
と
セ
ー
ヌ
本
流
の
エ
ピ
ナ
イ
の
間
に
新
た
な
放
水
路
を
掘
削

し
、
マ
ル
ヌ
川
の
洪
水
の
一
部
5 

0 

0 

㎥
／
秒
を
分
流
す
る
と
、
1 

9 

1 

0
年
の
洪
水
タ

イ
プ
で
は
パ
リ
市
内
で
は
1
・
5 

m
の
洪
水
水
位
の
低
下
が
期
待
で
き
、
そ
れ
に
セ
ー
ヌ

の
河
床
を
掘
り
下
げ
る
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
り
中
断
さ
れ

た
。
民
間
で
は
1 

9 

1 

4
年
〜
1 

9 

2 

0
年
に
か
け
て
23
基
の
ダ
ム
群
の
建
設
に
よ
っ
て
、

洪
水
水
位
を
5 

m
低
減
さ
せ
、
セ
ー
ヌ
の
氾
濫
を
防
ぐ
と
と
も
に
パ
リ
の
上
水
道
の
水
源

を
確
保
し
、
水
力
発
電
を
興
す
シ
ャ
バ
ル
計
画
が
出
さ
れ
た
。
1 

9 

2 

4
年
再
び
洪
水
が

パ
リ
を
襲
っ
た
。
1 

9 

2 

5
年
シ
ャ
バ
ル
計
画
の
ダ
ム
群
の
建
設
が
認
め
ら
れ
た
。
現
在

ま
で
に
、
治
水
対
策
用
の
ダ
ム
6
基
が
建
設
さ
れ
、
セ
ー
ヌ
川
上
流
の
洪
水
調
節
容
量
は

8
億
4 

4 

0 

0
万
㎥
で
あ
る
。

　

セ
ー
ヌ
流
域
ダ
ム
湖
県
連
合
機
構
が
管
理
す
る
パ
ン
シ
ェ
ー
ル
・
シ
ョ
マ
ー
ル
ダ
ム
湖
、

セ
ー
ヌ
ダ
ム
湖
、
マ
ル
ヌ
ダ
ム
湖
、
オ
ー
ブ
ダ
ム
湖
の
4
基
で
8
億
2 

0 

0 

0
万
㎥
で
、

フ
ラ
ン
ス
電
力
が
管
理
す
る
ク
レ
ッ
セ
ン
ダ
ム
湖
、
ボ
ア
ド
ゥ
シ
ョ
ー
ム
ソ
ン
ダ
ム
湖
の

2
基
で
2 

4 

0 

0
万
㎥
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ダ
ム
施
設
に
よ
っ
て
も
パ
リ
の
治
水

は
安
全
で
は
な
い
、
と
論
ず
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
セ
ー
ヌ
川
に
つ
い
て
概
観
し
て
き
た
が
、
日
本
の
河
川
形
態
と
は
大
き
く
相
違

す
る
。
お
わ
り
に
、
小
林
一
郎
著
『
風
景
の
中
の
橋
　
フ
ラ
ン
ス
石
橋
紀
行
』（
槙
書
房
・

1 

9 

9 

8
）、
田
中
憲
一
著
『
南
フ
ラ
ン
ス
運
河
紀
行
』（
東
京
書
籍
・
1 

9 

9 

5
）、
津
田
英

作
写
真
『
ラ
・
セ
ー
ヌ
　
川
辺
の
肖
像
』（
明
窓
出
版
・
2 

0 

0 

2
）、
ア
ン
ド
レ
・
カ
ス
ト

ロ
著
『
中
世
ロ
ワ
ー
ル
河
吟
遊
』（
原
書
房
・
1 

9 

9 

3
）
を
掲
げ
る
。

　
〈
枯
葉
鳴
る
セ
ー
ヌ
河
畔
の
古
本
屋
〉（
戸
崎
治
子
）　


